
1. 伝熱 

(1) 熱伝導 q [W] 

λ：熱伝導率 [W/m-K]  A：伝熱面積 [m2] 

Δt：温度差 [deg.C or K] 

x：板厚[m] 

dx

dt
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(2) 対流伝熱（平板） q [W] 

Aav,A1,A2,A3：伝熱面積 [m2]  U：総括伝熱係数 [W/m2-K] 

h1,h2：境膜係数 [W/m2-K]  λ：熱伝導率 [W/m-K] 

l2：板肉厚 [m] 
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(3) 対流伝熱（円管） q [W] 

Ai：管内伝熱面積 [m2] Ao：管外伝熱面積 [m2] Aw：管壁伝熱面積 [m2]  

U：総括伝熱係数（管外基準） [W/m2-K] 

hi,ho：管内および管外境膜係数 [W/m2-K]  λ：管壁熱伝導率 [W/m-K] 

l：板肉厚 [m] d i,do：管内径および管外径 [m] 
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(4) 対流伝熱（円管） q [W] 

Ai：管内伝熱面積 [m2] Ao：管外伝熱面積 [m2] Aw：管壁伝熱面積 [m2]  

U：総括伝熱係数（管外基準） [W/m2-K] 

hi,ho：管内および管外境膜係数 [W/m2-K]  λ：管壁熱伝導率 [W/m-K] 

l：板肉厚 [m] d i,do：管内径および管外径 [m] 

R i,Ro：管内流体および管外流体の汚れ係数 [m2-K/ W] 
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(5) 熱交換器での流体の温度変化 

熱交換器の伝熱性能を支配する因子は、伝熱面積 A、総括伝熱係数および高

温側ならびに低温側の流体温度です。 

“すでに設計が終わっている”あるいは“製作および設置が終わっている”熱交

換器では伝熱面積が fix されていますから、伝熱量や出口温度は各流体の入

口温度が決まれば計算することが出来ます。また、運転初期においては流体

による汚れを考慮する必要はないので、総括伝熱係数も設計時より大幅に良く

なっている可能性があります。このような場合における各流体の出口温度も計

算出来る公式を以下に示します。 

管壁伝熱面積 [m2]  

U：総括伝熱係数（管外基準） [W/m2-K] 

W：高温側流体流量 [kg/h]  w：低温側流体流量 [kg/h] 

C：高温側流体比熱 [kJ/kg-K] c：低温側流体比熱 [kJ/kg-K] 
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